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進級に向けて

冬の遊びを楽しんでいます

    食事の時間には、次のクラ
スで使用する少し高めの机や
椅子に慣れる練習をしていま
す。足置きを使って姿勢を整
えながら、落ち着いて食べる
ことを意識し、一口ずつ丁寧
に食べようとする姿が見られ
ます。スプーンの持ち方も、
これまでの持ち方から下手持
ちに挑戦するなど、食事動作
の面でも意欲的に取り組んで
います。一人ひとりのペース
を大切にしながら、進級を見
据えた関わりをしていきたい
と思います。

    寒さが厳しい日もありますが、天気の
良い日には戸外に出て、冬の澄んだ空気
を感じながら元気に体を動かして遊んで
います。三輪車に挑戦して足で一生懸命
こいだり、ロッククライミングの遊具に
手足を使って登ろうとしたりと、子ども
たちの「やってみたい」という気持ちを
大切にしながら、興味・関心につながる
遊びを取り入れています。繰り返し遊ぶ
中で、少しずつ体の使い方が分かり、自
分なりに工夫する姿も見られるようにな
ってきました。
    散策では、落ち葉を踏んだ時の音や感
触を楽しんだり、冷たい風に頬をなでら
れて季節の変化を感じたりと、冬ならで
はの自然に親しんでいます。木の実や
花、小さな発見を見つけると、すぐにお
友達や保育者に知らせ、「きれい！」
「あった！」と嬉しそうに言葉で伝える
姿も多く見られます。こうしたやりとり
を通して、友だちとの関わりや、感じた
ことを共有する楽しさも育っています。

    りす組での生活も残り3か月となりました。日々の生活や遊びの中で、一人ひとりが「できた」「やっ
てみたい」という気持ちを大切にしながら、少しずつ自信をもって取り組む姿が見られています。これか
らも子どもたちの思いに寄り添いながら、進級に向けての準備を無理なく進めていきたいと思います。身
の回りのことに挑戦したり、友だちや保育者との関わりを楽しんだりする姿から、成長を感じる場面も増
えてきました。
    寒い時期ではありますが、子どもたちが安心して元気に過ごせるよう、体調にも気を配りながら、丁
寧に関わっていきます。

   りす組では、じゃがいも・大根・人参の冬野菜を植え付けました。土に触れながら一つひとつ植える
体験を行い、「大きくなるかな」「はやくできないかな」と、生長を楽しみにする姿が見られまし
た。自分たちで植えたことで、野菜への興味や親しみもより深まっているようです。後日、芽が出た
様子を見に行くと、「あ！なんか出てる！」「でてきた！」と嬉しそうに指を差し、じっと観察する
姿が見られました。また、他のクラスで育てている葉野菜などにも目を向け、「これはなにかな？」
と不思議そうに眺めたり、保育者の話を聞いたりしながら、畑での発見を楽しんでいます。これから
も野菜の生長を見守りながら、自然に触れる経験を大切にしていきたいと思います。



きりんだより
発行者：天久

きりん組で過ごす日々も、残り３カ月となりました。これまで、行事やさまざまな活動を通して、子ども達ができることを増

やしながら成⾧した姿に、日々喜びを感じています。進級に向けて色々な取り組みの中で子どもたち一人ひとりに寄り添いなが

ら見守っていきたいと思います。

年末年始は家族で過ごす時間も⾧くなり、お出かけの機会も増える時期かと思います。寒暖差の激しい季節でもありますので

体調に気をつけながら、親子でゆったりとした時間をお過ごしください。年明けに、また元気な姿で登園してくれることを楽し

みにしています。

いっしょにあそぶってたのしいね

大きな行事を経験し、自信をつけた子どもたち。これまで一人ひとりで楽しんでいた遊びも、少しずつ友だちや保育者を自分から

誘い合い、集団で一緒に遊ぶ姿へと広がってきています。園庭では、バトンタッチリレーや⿁ごっこ、けいどろ、ドッジボールなど、

体を思いきり動かしながら遊ぶ姿が多く見られるようになりました。また、室内でも爆弾ゲームや椅子取りゲームなど、繰り返し遊

ぶことで簡単なルールや順番を理解しながら、友だちと関わって遊ぶことを楽しんでいます。また、行事を通して「次はどうしたら

いいかな」「○○の番だよ」と自分たちで考えて声を掛け合う姿も増え、集団の中で行動する力や友だちと一緒に取り組む楽しさを

感じられるようになってきました。また、毎朝のクリーンデーの際に、「赤チーム・白チームの2チームに分かれて園庭の葉っぱ拾

いや石ころ拾いを競争しよう」と保育者が呼びかけると早速、白チームが「作戦会議しよう」と円陣を組み「頑張るぞー！」と言う

と、それに応えるように赤チームも円陣を組み、応援合戦が始まりました。どちらのチームも自分たちの役割を理解しており、応援

が終わると友だちと声を掛け合いながら葉っぱ拾いや石ころ拾いを楽しんで取り組む姿が見られました。

このように、遊びや活動を通して友だちと気持ちを一つにし、集団で取り組む経験を重ねながら、子どもたちはさらに自信を深め

ています。これからものびのびと体を動かしながら、友だちとの関わりや集団で遊ぶ楽しさを大切にしていきたいと思います。

冬野菜

冬野菜の栽培に向けて、すだつっ子ファームで畑の草取りやうね

づくりを行い、大根やネギの種まきをしました。なかなか抜けない

草に「うーん！」と力を込めて草を抜こうとする姿があり、根っこ

まで抜けると「見て！大当たり！」「いっぱいとれたよ」と大喜び。

抜けた草を友だちと見せ合ったり、雑草の種の数を数えたりしなが

ら楽しく取り組んでいました。種をまいた後は、「早く食べたい

ね」「大きくなれ～」と会話をしながら水やりをする様子から、野

菜への親しみや期待が感じられました。これからも定期的に畑へ足

を運び、子ども達と一緒に野菜の生⾧を観察し、育てる面白さや食

べる喜びを感じられるように食育活動を行っていきたいと思います。

クリスマス制作

園舎にクリスマスのイルミネーションが灯ると、「きらき

らしてる！」「サンタさん来るかな？」と、指をさしクリス

マスに期待を膨らませている子ども達。

制作では、ブーツづくりと折り紙でサンタクロースを折り、

一つ一つの工程を自分で取り組み分からないところは保育者

に確認しながら、指先を一生懸命動かして取り組んでいまし

た。完成すると、「見て見て！」と友だちに見せ合い、笑顔

でやりとりを楽しむ姿が印象的でした。クリスマスを心待ち

にしながら、作る楽しさや友だちと気持ちを共有する時間と

なりました。

手をつないで、すだつっ子ファームへ

ひよこ組・りす組さんと合同で、すだつっ子ファームへ行きました。朝、「今日は一緒に行くよ」と伝えると、「楽しみ！」と目

を輝かせ、期待いっぱいのきりん組さん。自分たちの準備が終わると、「行こう」と年下のクラスの部屋へ迎えに行き、靴を履かせ

てあげたり、帽子を被せてあげたりと、進んでお世話をする姿が見られ、すっかり“お兄さん・お姉さん”の表情で、優しく手をつな

いで出発しました。道中では、「こっちだよ」「手をつながないと危ないよ」と声をかけ、年下の子を気遣う姿に、心の成⾧を感じ

ました。すだつっ子ファームに到着すると、自分たちが植えた野菜の生⾧を嬉しそうに観察したり、クワ体験にも挑戦するなど、意

欲的に関わる姿が見られました。年下の子に付き添いながら過ごす中で、「たのしかったけど、ちょっとつかれた～」と気を張って

疲れたという素直な気持ちを言葉にする場面もありました。今回の異年齢交流を通して、年下の子を思いやりながら行動し自分の気

持ちも言葉で伝えようとする姿に、きりん組さんとしてまた、一周り大きく成⾧した姿を感じました。



日々の遊びの変化 

 先日行われたすだつっ子 Days では、当日までの

日々のあそびや取り組みを通して年長児として、自

信がつき、大きく成長したと思います。また友だちの

存在も意識するようになり得意な子が教えあげたり

「できるようになるよ」「応援してくれたからでき

た」など励まし合うことで、信頼関係や集団性も高ま

ったように感じます。 

自分が得意とするあそびに夢中になっていた子ど

もたちが、更にあそび込んだり、別のあそびに挑戦し

ながら、得意な子に「ねえ、どうすれば跳べるの？」

と相談すると「ジャンプすればいいんだよ」と教えて

もらったり「○○も竹馬にのれるようになりたい」と

言う友だちには「最初は足の指も痛いけど大丈夫だ

よ。」と自分が経験したことを伝え励ましています。

5 歳児だからこそ、子ども同士での会話ややり取り

が充実してきています。 

朝夕の園庭では、ぱんだ組さんがバスケやサッカ

ーしていると「いれて～」とぞう組さんやきりん組さ

んが嬉しそうに順番待ちをする姿も更に増えていま

す。時には「○○上手だね」と年下の子に褒められ照

れる姿も見られます。また長縄跳びでは「さっきは○

○だったから合わせて○○だね」と自分たちで数え

楽しんでいます。これからも集団性や肯定感を育み

就学に向けて期待を高めていきたいと思います。 

楽器演奏の発表♪ 

 以前から楽しんでいた楽器遊び！すだつっ子

Days では「ちょうちょう」「かえるのうた」など

自分たちで演奏した曲で体を動かすことを楽しみ

ました。運動遊び同様で「もっと弾きたい」「今度

はどんな曲が弾けるかな？」と積極的に練習して

いました。本番では事前に録音して演奏する姿を

見てもらうことができなかったので、どこかで発

表したいという子どもたちの思いや、真剣に集中

して演奏している姿を披露したい！と 12 月の誕

生会で発表しました。子どもたちは「保育園のみん

なに見てもらう、聞いてもらう」ことに期待し練習

を重ね、発表することで、見られている緊張感もあ

りましたが、何よりも「達成感」の方が勝ったよう

です。思うように弾けなかったり、最後まで弾けな

い子もいますが、そこには「教える？」と頼もしい

友だちが参上しています。 

発表だけでなく、日々のあそびの中で、音楽を楽

しみ様々な楽器に触れ、楽器の扱い方を通しても

のを大切にすることを習慣化できるようにしてい

きます。 
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 朝夕少しずつ冷え込み、季節の変化を感じられるようになりました。最近では、園庭の葉が風に舞ってい

る様子や葉の色の変化に気づき、会話を楽しむ姿や作品作りを楽しんでいます。 

 卒園まで残りわずかとなりました。子どもたちそれぞれが、自分のペースで大きくたくましく成長してき

た一年だと思います。これからも友だちや保育者、多くの人との関わりを深め、様々な経験を楽しみ充実した

日々を過ごし、心も体も更に成長していけるようにしていきます。 

 

 

  

  

     もうすぐ 1年生 

 靴下を履く習慣がだいぶ定着してきました。 

1 月からは日中、汗をかいたり汚れた時だけ、着替

えますので一組は持たせてくださいね。またハンカ

チを準備してもらい、手拭きや汗を拭く時に、自分

の持ち物を使う、自分で物を管理するということに、

年長児として取り組んでいきたいと思います。 

  新しいお友だちが仲間入りしました。 
   松宮 璃杏さん（まつみや りあん） 

おゆうぎや体を動かすことが大好き、絵を描くこと

も得意！笑顔いっぱいの表情や手足の動きなど、細か

な部分も表現しています。また友だちがエイサーを踊

っていると興味があり一緒に踊り楽しんでいます。 



 

ほけんだより 発行：山川

せきの風邪、おなかの風邪がはやりやすい季節になってきました。年末年始の慌ただしい時期と

重なりますが、規則正しい生活と手洗い、うがいで、風邪予防に努めましょう。

ごちそうはひと工夫で楽しんで

お祝いムードで気がゆるみやすい時期で

すが、子どもの誤飲・窒息には十分注意し

ましょう。

お正月の定番のおもちや黒豆（豆類）は窒息

の危険が高い食べ物です。もちは小さく切って一

つずつ水分と一緒に食べるようにしましょう。豆

類は刻むか、子どもには控えるようにしましょう。

もちや豆類による窒息に注意

生活リズムに気をつけて

ゆっくりしたい時期なので、夜更かし、朝寝坊になりが

ちです。なるべく普段どおりの生活リズムで過ごせるよう

心がけしましょう。

急病に備えよう

地域の休日診療・救急診療の担当を確認しておきましょ

う。帰省先や旅行先でも調べておくと安心です。保険証や

医療証も忘れずに持っていきましょう。

健康に気をつけて、よい年を迎えましょう。

感染症の季節を乗り切りましょう！

冬はインフルエンザ、RSウイルス感染症、ウイルス性胃腸炎などの感染症が流行しやすい季節です。小さな子どもほど感染

症にかかると進行が早く、重症化するおそれがあります。体調不良のサインがあったら早めに休ませた方が早く回復します。

無理せず、家庭でゆっくりと過ごしましょう。

こんなときはおうちで様子を見ましょう

前日から…

【24時間以内に】

①下痢を繰り返す

②嘔吐が何度かあった

③38℃以上の熱が出た

④解熱剤を飲んだ

【夜間に】

⑤咳が出たりゼイゼイしたり

してあまり眠れなかった

熱が出ていなくても睡眠不足

や咳は体力を奪います

どれか一つでも当てはまる場合は、

症状が治まったかどうかを見極めた

り、体力を回復させたりするためにも

様子を見るようにしましょう。

朝に…

①体温が37.5℃以上

②平熱より1℃高い

【朝食を食べたら】

③嘔吐があった

④下痢があった

小さな子どもは体調をうまく伝えら

れません。「いつもとちがう」サイ

ンを見逃さないようにしましょう。

感染性（ウイルス性）胃腸炎にご注意！

ウイルス性（ノロ、ロタ、アデノ等）の胃腸炎はこの時期流行しやすい感染症です。「流行性嘔吐下

痢症」と呼ばれるとおり、激しい嘔吐と下痢が起こります。ほとんどの場合1～3日で回復しますが、

脱水症状を起こすことがあり、油断はできません。病院で「胃腸炎」と診断されたら、感染するもので

あるかどうかの確認をしましょう。

胃腸炎を引き起こすウイルス

は感染力が強く、嘔吐物で汚

れた衣類や床などの消毒には

塩素系消毒薬が有効です。手

袋やマスクを使い、換気も十

分に行いましょう。

発熱等の体調不良の際のきょうだい児の家庭保育について、保護者

の皆さまにはご理解ご協力をいただきありがとうございます。

回復期においては、普段通りの食事と生活を送ることができることを

登園の目安とし、すべての子どもたちが集団生活を健康に過ごすこと

ができるようご配慮をお願いいたします。園も感染症予防のため、毎

日の消毒等を継続して行っています。




